


消毒用エタプラスの皮膚に対する影響

１．角層水分量の測定（皮膚表面コンダクタンス：Skin Surface Conductance）

  消毒用エタプラス塗布部位は、BCE及びCHE塗布部位に比べて高いコンダクタンス値を示し、保湿性に

  優れていることが確認されました。

２．ビデオマイクロスコープによる皮膚表面の観察

 消毒用エタプラス塗布部位は、無

塗布部位とほと んど差異はなく、

BCE及びCHE に比べ発赤等も認

められず皮膚状 態は良好で、また、

剥離し ている角層の面積も小さく、

皮膚 荒れの少ないことが確認され

ました。

消毒用エタプラスを連続使用した場合の皮膚への影響を評価するため、０．２％ベンザルコニウム塩化物エタノー

ル（BCE）及び０．２％クロルヘキシジングルコン酸塩エタノール（CHE）を対照とし、以下の２項目について試

験を実施した。

【方法】消毒用エタプラス、BCE及びCHEを指定された左右いずれかの前腕内側部に、それぞれ１回約０．６mL

を１日６回、１５日間連続塗布した。連続塗布開始後１、３、６、９、１２、１５日後の左右前腕内側部の皮膚状態

を測定及び観察し、試験薬剤の皮膚に対する影響について評価した。

 １日６回の試験薬剤塗布終了１時間後に、両腕を通常の石けんで洗い、１５分間安静を保ってから皮膚表面

　湿潤度計（SKICON-２００，IBS社製）により電導度（μS）を測定し、皮膚表面の湿潤度（コンダクタン

　ス）を求めた。

 各試験薬剤の連続塗布開始１５日後

 における薬剤塗布部位及び無塗布

 部位の皮膚画像（１００倍）をビデ

 オマイクロスコープ（PV-１０，オ

リンパス光学工業製）により観察

した。

＊連続塗布１、３、６、９、１２、１５日目の測定値とコントロール値との差の平均値�
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